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１．研修要領

    ・募集定員 16名

　　・研修会場 出島交流会館（確定）

　　・講　　師 富士通九州システムズ（FJQS）講師：久木元 芳史 氏

　　・開催月日 H29年05月17・18・19日(水）・(木）・（金）

　　・実施時間・日数 9:30 ～ 17:30 （7時間/日）・3日間（21時間）

　　・受 講 料(税別) 78,800円

　　・教 材 料(税別)  5,000円

２．対象者

３．カリキュラムの概要

４．カリキュラムの詳細 3日間（21時間）

科目 時間 科目の内容

 1.プロジェクトマネジメント
　　　　　　　　　　の必要性

1.5

 ・プロジェクトとは
 ・システム構築プロジェクトの現状
 ・プロジェクトマネージャの役割
 ・プロジェクトマネジメントの標準
 ・プロジェクトマネジメントのプロセス群
 ・プロジェクトマネジメントの知識エリア
 ・プロジェクトのステークホルダー

 2.プロジェクトの立ち上げ

0.5
 ・プロジェクトの立上げとは
 ・プロジェクト企画書の作成
 ・プロジェクトマネージャの任命

 3.プロジェクト計画

8.5

 ・プロジェクト計画とは
 ・スコープ計画
 ・スケジュール計画
 ・見積り対象とアプローチ
 ・コスト計画
 ・品質計画
 ・組織計画
 ・要員計画
 ・コミュニケーション計画
 ・リスク計画
 ・調達計画
【演習】プロジェクト計画作成

01j. PMBOKに基づいたプロジェクトマネジメントの実践（New)

PMBOKを使用したプロジェクトマネジメントを実施される方。今後、プロジェクトマネジメントを行う方。

プロジェクトマネジメントの国際標準フレームワークPMBOKについて、知識体系と実践スキルを習得
して頂きます。PMBOKが規定する、プロジェクトの5つのプロセス（立上げ、計画、実行、監視コント
ロール、終結）と10個の知識エリア（品質、タイム、コスト、調達、リスク・・などのマネジメント）につい
て知識を習得して頂き、演習で実践的なマネジメント技術を体得いたします。また、プロジェクトで問
題が発生した時、どこに原因があり、どの工程でどのような対応が本来必要だったのかが、わかれ
ば、プロジェクトをスムーズに進めることができます。プロジェクトマネジメントのあるべき姿を講義で
学習し、事例演習によるプロジェクト疑似体験で業務活動に実践的に活用できるスキルを体得いた
します。
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 4.プロジェクトの実行

1.0

 ・プロジェクトの実行
 ・品質保証
 ・プロジェクトチームの編成と育成
 ・情報の配布と共有
 ・調達の実行

 5.プロジェクトの監視
　　　　　　　　コントロール

8.5

 ・プロジェクトの監視コントロール／統合変更管理
 ・スコープコントロール
 ・スケジュールコントロール
 ・コストコントロール
 ・EVM
 ・品質管理
 ・品質の分析
 ・コミュニケーションコントロール
 ・リスクコントロール
 ・調達管理
【演習】監視コントール

 6.プロジェクトの終結 1.0  ・契約終結とプロジェクト終結

計 21.0Hr

５．使用教材

　PMBOKによるプロジェクトマネジメントの基礎（富士通九州システムズ）

６．到達目標

７．レベル

ITSS:コンサルタント育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】
ITSS:プロジェクトマネジメント育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】
ITSS:ITスペシャリスト育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】
ITSS:アプリケーションスペシャリスト育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】
ITSS:ITサービスマネジメント育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】
ITSS:ソフトウェアデベロップメント育成 - [*]ネゴシエーション 【レベル： 2 - 3】

[*] ITスキル標準研修ロードマップにおけるコース群名

本コース修了後、次の事項ができることを目標としています。
　１．プロジェクトマネジメントの必要性を理解する。
　２．プロジェクトマネジメント手順の流れを理解する。
　３．プロジェクト計画の手順を理解する。
　４．プロジェクトの実行および監視コントロールの手順を理解する。
　５．プロジェクト終結の手順を理解する。
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